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町制施行40周年記念式典

⑩
町
制
四
十
周
年

記
念

典

. 
、

川
内
町
は
、
昭
和
三
十
年
川
上
村
、
三
内

村
が
合
併
し
、
翌
昭
和
三
十
一
年
に
滑
川

・

明
河
地
区
を
編
入
し
て
町
制
を
施
行
、
以
来

四
十
年
着
実
に
発
展
を
と
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
、
町
制
施
行
四
+
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
。
+
一
月
一
日
に
は
中
央
公

民
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
各
種
団
体
、

来
賓
な
ど
約
二
百
八
+
名
の
出
席
者
が
盛
大

に
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
川
内
コ
ー
ラ
ス
、
川
内
中
学
校

生
徒
、
川
上

・
東
省
・
西
奇
小
学
校
児
童
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
マ
イ
タ
ウ
ン
か
わ
う
ち
」

の
合
唱
で
幕
を
開
け
、
森
町
長
の
式
辞
の
あ

と
、
川
内
町
の
四
十
年
の
あ
ゆ
み
を
ス
ラ
イ

ド
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

川
内
町
は
、
昭
和
三
十
一

年
九
月

一
日
に
町
制
を
施
行

し
、
今
年
で
四
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
問
、
川
内

町
は
純
農
村
か
ら
農

・
工

・

住

一
体
と
な
っ
た
都
市
近
郊

型
田
園
都
市
と
し
て
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
、
先
人
各
位
の
御
尽
力
と

御
指
導
並
び
に
町
民
各
位
の
熱
意
と
創
意
の
た
ま
も
の
と
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
川
内
町
は
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
「
い
よ
西
条

1
川
内
」

聞
の
開
通
、
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
、
国
道
十
一
号

バ
イ
パ
ス
の
開
通
な
ど
高
速
交
通
時
代
の
幕
開
け
更
に
高
齢
社

会
、
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
な
ど
大
き
く
変
貌
、
発
展
し
よ

内町長

森 房義

町
制
四
十
周
年
に
あ
た
り

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
七
年
度
に
は
「
さ
く
ら
街
道
夢
広

場
か
わ
う
ち
」
出
会
い
と
交
流
の
ま
ち
守
つ
く
り
を
将
来

像
に
し
た
第
三
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
、
住
民
の
多
様
な

一一
l
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
ま
ち
マ
つ
く
り
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
社
会
経
済
の
目
覚
ま
し
い
発
展

は
、
新
た
な
諸
問
題
を
投
げ
か
け
、
新
し
い
地
方
自
治
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
わ
り
ま
す
が
、
町
制
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
決
意
を

新
た
に
町
の
更
な
る
発
展
と
飛
躍
の
た
め
に
身
を
挺
し
、
町
民
の

負
託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
い
た
し
て
わ
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
各
位
の
町
政
へ
の
一
層
の
御
協
力
と
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

Eゐ
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川内町の

イメージキャラつター
決定/

そ
の
後
、
各
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
四
十
二
名
と
二
団
体

に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
、
ま
た
、
川
内
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
発
表
さ
れ
、
入
選
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
来
賓
祝
辞
、

議
長
あ
い
さ
つ
、
被
表
彰

者
謝
辞
が
あ
り
、
最
後
に

万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
川
内

町
の
力
強
い
発
展
を
祈
念

し
て
川
中
太
鼓
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

〈図柄の説明〉

町花の「桔」をモチーフに、体の緑は自然と

人の和を、足の青は清らかな水を、顔と手の黄

色は情熱と躍動するエネルギーを表し、未来に

向かつて子どもが力強くたくましく走っている

様子をデザインし、常に発展性のある川内町を

イメージしました。

和泉元良彦さん発案北八幡

川
内
町
制
四
十
周
年
を
迎

え
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に

わ
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
う
れ
し
く
、
こ
の
上
な

い
歓
び
で
あ
り
ま
す
。

過
去
四
十
年
間
を
顧
み
ま

す
れ
ば
、
川
内
町
の
歩
み
は

幾
多
の
試
練
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
た
ゆ
み
な
い
努
力
と
、
多

く
の
困
難
を
克
服
し
、
関
係
機
関
の
御
指
導
、
御
鞭
撞
に
よ
り
、

着
実
な
発
展
を
成
し
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
先
人
、
諸
先
輩
の
た
ゆ
み
な
い
御
努
力

と
町
民
各
位
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
激
動
す
る
社
会
経
済
情
勢
の

川内町議会議長

細川武雄

町
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
て

中
で
、
川
内
町
の
将
来
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
き
、
四
国
縦
貫

自
動
車
道
「
い
よ
西
条

1
川
内
」
聞
の
開
通
、
川
内
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
、
並
び
に
国
道
十
一
号
バ
イ
パ
ス
の
開
通
な

ど
に
よ
り
ま
し
て
、
川
内
町
の

一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る

一

方
、
快
適
環
境
の
整
備
や
、
高
齢
化
・
少
子
化
の
進
展
に
伴
う

地
域
福
祉
の
充
実
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
教
育
文
化
施
設
の

整
備
な
ど
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

町
制
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
難
局
に
町
民
の
英
知

を
結
集
し
、
町
民
憲
章
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
創
意
と
工
夫
を

図
り
、
皆
様
と
と
も
に
す
ば
ら
し
い
川
内
町
と
な
り
ま
す
よ
う

全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
存
ビ
ま
す
。

町
民
各
位
の

一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



》 町制40周年記念表彰《

表彰状・感謝状を
受けられた皆さん

停

電

功
労
者

表

彰

(敬称略)

菅野 忠
一
町
議
会
議
長
、
町
議
会
議
員

一
等
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た

一
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

一
多
大
の
貢
献
を
し
た
。

(
自
治
功
労
)

町
議
会
議
長
、
町
議
会
議
員

等
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

多
大
の
貢
献
を
し
た
。

(
自
治
功
労
)

進梅崎

町
農
業
委
員
会
会
長
、
川
上

農
業
協
同
組
合
長
等
を
歴
任

し
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
農

政
の
育
成
振
興
に
多
大
の
貢

献
を
し
た
。
(
産
業
功
労
)

三津山悪生

町
消
防
団
長
、
副
団
長
と
し

て
火
災

・
水
害
等
に
対
し
常

に
陣
頭
に
立
ち
、
こ
れ
を
防

止
し
、
住
民
の
生
命
財
産
の

安
寧
保
持
に
多
大
の
貢
献
を

し

た

。

(

消

防

功

労

)

貞利桑原

。
感
謝
状
贈
呈
O

口
自
治
功
労

口
福
祉
功
労

口
産
業
功
労

口
教
育
功
労

酒

井

孝

名

越

保

一

高

須

賀

仁

大花松菅竹黒菅
石山田野内川野

則光次光頼亀書
之重夫政衛房明

佐
々
木
岩
雄

桜 林 十
亀

義
房

英
人

花

塾

細

川

武

雄

側
大
西
政
四
郎

池

川

守

良

菅

野

日

時

和

田

正

計

虞

川

和

高

高
須
賀
英
隆

川 波中

野 部島
長語

会 勇将

神熊
野田

慶

一

弘
史

口
消
防
功
労

白
石
善
四
郎

渡

部

昌

彦

近

藤

元

幸

菅

野

謙

一

前

田

稔

口
交
通
功
労

田
中
八
重
子

中

島

菊

政

大八寺浅重
野木川野松

加
藤
サ
チ
子

〈〉
特

別

表

彰
。

ロ
ス
ポ
ー
ツ
功
労

渡
部
真
一
郎

〉
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〉

〈
入

選

者

賞

状

贈

呈

〈

口
最
優
秀
賞

和
泉
元
良
彦

ロ
佳

作

ノト
ーメ弘、

居

捕手
子

し
+
之
げ
ハ
ド

、V
忙
立
口

隼 公 健 俊
敷成治夫強

~ 

憲
幸



町制施行40周年記念

町制40周年記念

イメージキャラクターの
「 柿」

一一一一一一一|図柄の説明|

ffIT花「桜」をモチーフに、体の緑は

自然と人の和を、足の青は清らかな水

を、顔と手の黄色は情熱と躍動する工

ネjレギーを表し、未来に向かつて子供

(男の子)が力強くたくましく走ってい

る様子をイメ ジしました。

愛称
及ぴ

説明

住所 川内町大字

氏名

職業

を募集します

応

町制施行40周年を記念して、募集しておりました

「イメージキャラクター」を、次のとおり決定いた

しました。

つきましては、このキャラクターの愛称を募集い

たしますので、どしどしご応募 くださ p。

。応募方法

。募集期間

。発 表

O指定用紙により応募してくださし迫。

O愛称の説明、住所、氏名、年齢、職業、電

話番号 を必ず明記してください。

O応募作品は、川内町のイメージキャラケター

愛称募集係(役場総務課内)へ封書で郵送

又は持参してください。

12月25日(がまで

広報かわうちに掲載し発表に替えさせていた

だきます。

[応募先・お問い合わせ先]

役場総務課(J11内町大字南方286番地雷966-2222)

募 用 紙

番地

!年齢| 歳

I TEL I 966一 有線

‘ ， 

@ 



ヨユ
政
第
四
十
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判

，d
l

官
国
民
審
査
が
+
月
二
十
日
投
票
、
即
日
開
票
で
行
わ
れ
ま

、、s w
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投
票
・
開
票
結
果

し
た
。川

内
町
に
お
け
る
投
票
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

の
問
、
町
内
七
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
川
内
町
の
投
票
率
は
、
前
回
を
十
四
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

投
票
率
並
び
に
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

， 
、

o小選挙区選出議員選挙

候補者別得票数(届出順)

村上誠一郎 1， 793 

谷 田 けい子 491 

梅崎雪男 2， 315 

投票総数 4， 947 

有効投票 4， 599 

無効投票 348 

(票)

(票)

新 進 AYUも. 1， 218 

社 会 民 主 党 825 

新社会党 73 

民 主 A兄u. 487 

自 由民主党 1， 683 

日本共産党 433 

投票総数 4， 947 

有効投票 4，719 

無効投票 228 

0比例代表選出議員選挙

政党別得票数(届出順)

0投票区別投票者調べ(小選挙区選出議員選挙)

f生 耳i'!9て 所
有権者数 投票者数 投票率

(人) (人) (%) 

第一 中央 公民館 3，760 2，188 58.19 

弟一 川上小学校 3，045 1，830 60.10 

第二 奥松瀬川公民館 249 176 70.68 

第四 河之内 公民館 670 341 50.90 

第五 井内公民館 360 247 68.61 

A弟時ハL. 土 谷公民館 160 85 53.13 

第七 滑川改善センター 153 80 52.29 

よ口入 計 8，397 4，947 58.91 

.. 
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添
谷
相
之
谷
線
道
路

改
良
工
事
請
負
契
約

の
締
結

⑩臨時

町議会報告

+
一
月
臨
時
町
議
会
が
、
十

一
月
十
二
日
開
会
し
、
工
事
請

負
案
件
一
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
同
日
開
会
し
ま
し
た
。

契
約
金
額

五
O
、
四
七

O
千
円

事
業
量
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
、

延
長
一
四
二
メ
ー
ト
ル

工

期

十

月

二
十
四
日
か
ら

三
月
十
二
日
ま
で

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
南
方
二
六
三
の
一

南
保
工
業
株
式
会
社

O
平
成
八
年
度
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
添
火
口
相
之
谷
線

道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

児童手当制度

について

.. 

. 

女
児
童
手
当

三
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
の
所
得
が
一
定
以
上
の
場

合
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

女
児
童
扶
養
手
当

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
母
子
家
庭
な
ど
の
子

ど
も
(
十
八
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た

は
二
十
歳
未
満
で
二
疋
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
者
)
を
養

育
す
る
母
ま
た
は
養
育
者

(
祖
父
母
な
ど
)
に
支
給
さ
れ

ま
す
。た

だ
し
、
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
と
き
な
ど
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
前
年

の
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合

は
、
支
給
の
制
限
が
あ
り
ま

す。
こ
の
手
当
は
、
児
童
が
育

成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

」
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
の
父
若
し
く
は
母

が
そ
の
障
害
児
を
監
護
す
る

と
き
、
又
は
父
母
以
外
の
者

が
障
害
児
を
養
育
す
る
と
き
、

そ
の
父
若
し
く
は
母
又
は
養

育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

大
そ
の
他

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方

は
、
毎
年
六
月
中
に
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
手
当
が
増
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
、
子

ど
も
を
養
育
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
住
所
を
変
更
し
た
と

き
な
ど
に
は
、
届
出
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

詳
し
い
こ
と
は
、
川
内
町
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

E
9
6
6
・
2
2
2
2
刊

有
線
2
1
3
3



‘農林水産大臣感謝状

力~買 O

冨 U鴻ート

10月18目、農林水産統計の発展

に貢献したとして農業経営統計調

査農家の渡部光雄さん(宝泉)が、

永年協力者農林水産大臣感謝状を

いただきました。

第4回高齢者大運動会 10/19

(日北方東部
準優勝町西部

第3位河之内

三世代ク口ツケ一大会 10/20

(優勝町一一ム
準優勝井内 Bチーム

第3位町東部Cチーム

同・

、川上幼稚園運動会叩/

‘文化財めぐり

11月3日、文化の日に恒例となりました文化財

めぐりが、開イ崖されました。

文化財保護審議会委員長の酒井孝先生の説明で

町内の“祖先が残した文化遺産"を見てまわりま

した。

A 



子 、、.圃. 見」 石ι. 者鳥
主見 も 母.J- 長買 4為
;秋 才l ->、 や ‘JaE包k 
石 日 く 、意工 」失

まの め 禁 の

昔
方、

ば 力、 家 つ
を そ

幼
J三、

撃け
片7、

さ
さ し 官ド

日
彩

日 て 九
4句~ の i色 木

戎落 楠 を i止か 森落 .1、橋

秀句能禁
里子

藤 へ 本 つ ノ，呂、‘
方、 萌

る

喜多 な
、ム口 力、

十 ~R 1目ff、
J な
子 春 洋 波

防火デー 11/10砂

秋の全国火災予防週間中の11月10日、防火

デ一行事が千Tわれました。

まだ薄暗い午前 6時、非常招集サイレンで

川内中学校に集合した消防団員は、規律訓練

に取り組み、その後、消防自動車で町内全域

をパレードし、防火意識の高揚を呼びかけま

した。

ノ

A 

‘白猪の滝まつり
11月3目、白猪の滝まつりが‘行わ

れました。

おたのしみ抽選会、もちまき、農

産物即亮会など、山の秋を大勢の人

が楽しみました。

4松山税務署長表彰

松山税務署の納税表彰式が11月12日、南海放送本町

会館で行われ、納税功労者として天神の田野岡幸雄さ

んが表彰されました。

ー



11月6日開催された“せんだみつお講

演会"は、ちょっとあぶない話でした。

乗
ろ
う
と
思
っ
て
も
乗
れ
な
い
ハ
シ
ゴ
車
に
体
験

乗
車
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
制
施
行
相
周
年
記
念

文
化
祭

. 
、

当日、早朝に防

火デ一行事があっ

たため、消防団員

もおもちつきに参

加。

今
年
は
、
文
化
祭
に
ド
イ
ツ
コ
ー
ナ
ー

が
お
め
み
え
。
ク
ラ
ウ
ス
先
生
の
商
売
上

手
が
判
明
し
ま
し
た
。

中堀文子

渡部 定 弘

森川真行

戒能由梨・菅野真知・渡部南津美

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

熱演賞

A 



読書感想文入賞者発表
読書週間にちなんで、日頃読んだ本の中で特に感銘を受けた本

の感想文を募集いたしましたところ、 31点の応募があリました。

審査の結果、応募作品の中から、次のとおり入選(10点)、佳作

( 11点)を選ぴ、表彰状及び記念品を贈りました。

/¥ 

入

選
¥/ 

(
敬
称
略
)

O
小
学
校
低
学
年
の
部

日中 F
上 路 ぷ
小三

U2 

「
ふ
た
り
は
い
つ
も
」

神

野

友

希

(
西
谷
小
二
年
)

「
ゆ
、
ず
ち
ゃ
ん
」

白

戸

琴

美

(
西
谷
小
三
年
)

O
小
学
校
高
学
年
の
部

jヲ

--... ~T ば
川ノム あ

上戸ち
ノl、や

五友変ん

空美Pの

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
が

オ
ソ
ン
層
を
こ
わ
す
」

田

中

優

里

(
西
谷
小
五
年
)

生
(士 き
東林 ポる
谷山ンん
小ち だ
六恵や

年麻ん

O
中
学
校
の
部

O

一
般
の
部

〈
佳
作
〉

東
谷
小
一
年

川
上
小
二
年

川
上
小
二
年

川
上
小
四
年

東
谷
小
五
年

西
(
人
口
小
六
年

川
内
中

一
年

川
内
中
三
年

川
内
中
三
年

一

般

一

般
モ

--... ':-T モ
川主主まヨ
内「だ

中南千
都 l

f里子苦

田

川一大出
内木根ト
中のラ
二章月ン
年子 1プ

「
木
林
」高

須

賀

和

恵

(
則
之
内
)

佐

伯

真

奈

美

遠

藤

美

咲

大

西

悠

加

村

上

慶

太

南

僚

絢

美

日

野

吉

田

嗣

渡

部

真

理

川

村

真

理

子

今

井

理

恵

樋

口

幹

戒

能

猛

審

査

を終
え
て

審
査
委
員
代
表

川
上
小
学
校
教
諭

東
村
メ
グ
ミ

読
書
は
心
を
豊
か
に
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

本
と
の
出
合
い
の
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
感
想
文
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
作
品
に
は

主
人
公
と
す
っ
か
り
仲
よ
し
に

な
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
喜
ん
だ

り
、
悲
し
ん
だ
り
し
て
い
る
素

直
な
思
い
が
と
て
も
上
手
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
学
年
の
部
で
は
、
本
を
読

ん
だ
感
動
を
白
分
の
生
き
方
と

か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
、
読
み
の

深
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

中
学
校
の
部
で
は
、
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

自
分
を
見
つ
め
な
が

ら
読
み
、
深
く
共
感
し
た
り
、

鋭
い
批
判
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
し
た
自
己
の
考
え

を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
の

が
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
、
継
続
的
で

幅
広
い
読
書
活
動
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
作
品
ば

か
り
で
し
た
。
し
か
も
、
自
分

の
思
い
を
文
章
に
ま
と
め
、
自

ら
を
高
め
豊
か
に
し
よ
う
と
す

る
干
不
ル
ギ

l
に
感
動
し
ま
し

た。
感
性
豊
か
な
感
想
文
を
読
み

終
え
て
、
私
は
、
A
7
何
の
本
を
読

ん
で
い
る
か
を
話
題
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
読
後
の
ち
ょ
っ
と

し
た
感
想
を
書
き
綴
っ
た
ノ
ー

ト
を
静
か
に
増
や
し
て
い
き
た

い
と
も
思
い
ま
し
た
。

読
書
は
財
産
で
す
。
川
内
町

の
読
書
の
輪
の
広
が
り
を
願
っ

て
い
ま
す
。



ゆ
画
面
画
盟
国
園

みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生JIまちの話題JIわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報

係までこ一報ください。

合 966-2222有線2111

• 
' 

(西中村)

カ渡部真一郎さん (18歳)

十
一
月

一
日
、
町
制
四
十
周
年
記
念
式
典
で
西
中

村
の
渡
部
真

一
郎
さ
ん
が
特
別
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

?
)
存
~
。

渡
部
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
、
自
ら
す
す
ん
で
え

ひ
め
西
リ
ト
ル
リ

l
グ
に
入
り
、
以
後
シ
ニ
ア
リ
ー

グ
、
松
山
プ
リ
ン
ス
ク
ラ
ブ
と
硬
式
野
球
一
筋
に
打

ち
込
み
、
松
山
商
業
高
校
へ
入
学
し
て
か
ら
の
活
躍

は
皆
さ
ん
ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り
で
す
。

あ
の
甲
子
園
で
の
優
勝
は
渡
部
さ
ん
に
と
っ
て

「
う
れ
し
か
っ
た
」
の
一
言
に
つ
き
る
出
来
事
で
、

そ
れ
以
後
何
が

一
番
変
わ
っ

た
か

の
質
問
に
は

「
周

り
の
み
る
目
が

一
番
変
わ
っ
た
」
と
も
。

こ
れ
か
ら
の
進
路
を
尋
ね
る
と
「
大
学
で
野
球
を

や
り
た
い
」
と
の
こ
と
。
川
内
町
民
と
し
て
、
ま
た

一
つ
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

野
良
猫
に
妻
が
餌
を
や
る
時
雨
か
な

掌
に
茶
碗
遊
ば
せ
時
雨
聴
く

境
界
は
頑
と
譲
ら
ず
時
雨
求
る

投
け
売
り
し
て
帰
る
魚
売
女
や
村
時
雨

七
十
路
の
手
を
な
た
め
つ
つ
賀
状
書
く

-
老
猫
を
膝
に
眠
ら
せ
縁
小
春

山
茶
花
や
鳥
に
放
さ
や
る
米
の
局

野
仕
事
の
残
り
急
か
る
る
時
雨
か
な

時
雨
傘
一
屑
寄
せ
令
う
も
か
ら
ぬ
街

一
従
に
生
き
て
老
ひ
け
り
茎
涜
け
る

楼
門
の
匠
の
技
を
見
る
小
春

灯
の
漏
る
る
牛
令
や
小
夜
時
雨

片
言
の
子
と
誇
り
つ
つ
大
根
煮
る

木
の
末
に
烏
黙
し
て
時
雨
け
り

菅
1f 

育色

田 川内町文化祭俳句会
鯛奇選斗

清
度

j也

)11 

ァド
稔

布告 高
須
賀
茅
花

治
子

h
臥
回
目

千
春

4

iえ

1主
高
須
賀
清
江

大
下

芦
田

者追
ロ

戒
能

3也
之、
品

静
波

典
子

幸
子

史
子

多
喜

田

中

4喜
子

生周
ふ



気

9a'ゐ・

純
一
ゆ
題

制
ま
謡

冬
に
咲
く

ア
サ
ガ
オ

十

一
月
に
入
り
、
山
も
秋
色
が

深
く
な
っ
て
き
た
今
、
川
上
小
学

校
で
は
ア
サ
ガ
オ
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
運
動
場
と
本
館
校
舎

と
の
間
に
あ
る
花
壇
に
青
色
で
大

ぶ
り
な
ア
サ
ガ
オ
の
花
が
終
日
咲

い
て
い
ま
す
。
普
通
の
ア
サ
ガ
オ

は
、
七

1
八
月
頃
、
早
朝
に
開
花

し
、
日
に
当
た
る
と
し
お
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
ア
サ
ガ
オ
を
見

に
行
っ
た
の
は
、
午
後
三
時
頃
で

し
た
が
、
写
真
の
と
お
り
咲
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
ア
サ
ガ
オ
の

特
徴
は
、
葉
の
形
が

普
通
の
も
の
よ
り
丸

く
て
大
き
い
。
つ
ぼ

み
の
出
方
も
変
っ
て

お
り
、
西
洋
ア
サ
ガ

オ
の
種
類
と
思
わ
れ

ま
す
。
あ
ま
り
の
育

ち
っ
ぷ
り
、
咲
き
っ

ぷ
り
に
支
柱
も
倒
れ

か
か
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ガ
オ
と
い
え

ば
盛
夏
に
咲
く
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
驚
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

も

i 

守
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故
里
の
旬
を
土
産
に
さ
げ
て
行
き

手
洗
い
に
え
っ
て
講
演
抜
け
て
来
る

隣
り
へ
で
も
行
く
服
装
て
ハ
ワ
イ
旅

孫
が
来
て
フ
ル
回
転
の
洗
濯
機

リ
ス
ト
ラ
へ
首
を
洗
っ
て
待
つ
部
長

二
十
秒
我
伎
を
す
れ
ば
拳
と
け

髪
洗
う
一
奴
ほ
の
か
に
恋
匂
う

行
き
つ
け
の
パ

1
7
屋
さ
ん
は
定
休
日

洗
髪
の
実
習
貌
で
看
護
生

静
け
さ
に
斗
志
を
燃
や
す
五
秒
前

明
月
へ
畠
で
と
れ
た
芋
沈
う

十
二
月
例
会
ご
案
内

-
十
二
月
七
日
午
後
七
時
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

①

切

符

②

冷

た

い

③
根
(
読
み
込
み
可
)

~ 

川柳もづく吟社
10月例会喜撰亭選

佐
々
木
胡
舟

平
岡

山
本
ひ
ろ
し
芯

都
築
径
貴
子

田
野
岡
田
州

山

本
回
合
!

渡
部
佐
久
良

篠
森
美
登
里

宮
町
岡

す
同
瀬
喜
採
亭

ー家
舟

紫
ヲす

若
草L

紫



⑨⑫⑧⑧ 

「
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
」
よ
り

児
童
人
権
作
文
③

三
恵
ホ
ー
ム
の
私
の
友
達

5J~ 

川上小学校3年

萩 野 美

体
や
顔
が
ゆ
が
ん
で
い
ま
す
。

子
が
ね
じ
れ
て
足
が
赤
ち
ゃ
ん

の
よ
う
に
細
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
が
い
え
ず
「
ウ

1
ウ
1
己

と
へ
ん
な
声
を
出
し
て
い
ま

す
。
び
っ
く
り
し
て
気
持
ち
が

わ
る
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
が
三

恵
ホ

l
ム
に
は
じ
め
て
行
っ
た

時
の
、
私
の
正
じ
き
な
気
持
ち

で
し
た
。

で
も
、

な
気
持
ち
は
ふ
っ
と
ん
で
し
ま

い
、
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
。

と
い
う
気
持
ち
で
む
ね
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

け
っ
し
て
私
た
ち
と
同
じ
よ
う

な
体
に
は
な
れ
な
い
と
、
ホ
ー
ム

の
先
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
ホ

l
ム

の
人
た
ち
の
「
心
を
元
気
に
し

て
あ
げ
よ
う
己
と
相
談
し
あ
い

帰
る
こ
ろ
に
は
そ
ん

ー

ま
し
た
。
私
は
十
人
の
友
だ
ち

と
、
大
き
な
お
守
り
を
作
っ
た

り
、
元
気
の
出
る
「
ハ
メ
ハ
メ

ハ
大
王
」
の
お
ど
り
や
三
年
に

な
っ
て
習
っ
た
リ
コ
ー
ダ

l
で

い
ろ
い
ろ
な
曲
を
ふ
い
て
あ
げ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
ど
り

を
作
る
の
は
な
か
な
か
た
い
へ

ん
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
お
ど

り
を
見
て
、
し
よ
う
が
い
を
も
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、

少
し
で
も
わ
ら
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
か
。
。
と
回
む
っ
て
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
れ
ん
習
し
ま
し
た
。

男
子
も
ね
っ
心
に
お
ど
り
ま
し

た
。
や
っ
と
自
信
、
が
つ
く
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

さ
あ
、
三
恵
ホ
ー
ム
に
ほ
う

問
す
る
日
で
す
。
本
当
に
ホ
ー

ム
の
人
た
ち
の
心
を
元
気
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
心

配
で
し
た
が
、
や
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
の
人
た
ち
は
、

あ
ま
り
わ
ら
い
ま
せ
ん
。
ム
ス
ツ

と
し
た
顔
で
な
ら
ん
で
い
ま
し

た
。
お
こ
っ
て
る
の
か
な
。
と

む
ね
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
一
番
で
す
。
自
こ
し
よ

う
か
い
で
は
、
ゅ
う
気
を
ふ
り

し
ぼ
っ
て
、
大
き
な
声
で
言
い

ま
し
た
。
ぶ
た
い
の
上
か
ら
ホ
ー

ム
の
人
た
ち
の
顔
が
よ
く
昆
え

ま
す
。
う
な
、
ず
い
た
り
首
を
う

ご
か
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
目

が
や
さ
し
く
、
「
が
ん
ば
れ
己

と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

は
う
れ
し
く
な
っ
て
、
お
ど
り

も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
り

ま
し
た
。
友
だ
ち
ゃ
先
生
は
、

し
よ
う
が
い
が
あ
っ
て
手
び
ょ

う
し
が
で
き
な
い
人
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
い
っ
し
ょ
に
手
び
ょ

う
し
を
う
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
は
、
楽
し
く
遊

べ
る
、
ゲ
l
ム
や
パ
ズ
ル
を
作
っ

て
き
た
の
で
、
そ
れ
で
遊
び
ま

し
た
。
私
は
、
車
い
す
を
ひ
き

な
が
h
h
ノ
、
い
ろ
い
ろ
介
。
と
こ
ろ

を
ま
わ
り
ま
し
た
。
パ
ズ
ル
の

と
こ
ろ
で
は
、
指
が
聞
き
に
く

い
の
に
、
ふ
る
え
る
子
で
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
は
さ
ん
で
、

日
ピ
l
ス
ぜ
ん
ぶ
し
あ
げ
ま
し

た
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
自
分

の
力
で
し
あ
げ
ま
し
た
。
私
は

じ
っ
と
見
な
が
ら
1
ピ
l
ス
で

き
る
た
び
に
思
わ
ず
、

「ゎ

1
す
ご
い
。
そ
う
そ
う
。

そ
れ
で
い
い
よ
。
」

と
大
き
な
声
で
お
お
え
ん
し
て

い
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
ゲ
l
ト

ボ
l
ル
の
と
こ
ろ
で
は
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
わ
き
に
は
さ
ん
で

体
を
ゆ
す
っ
て
ボ

l
ル
を
お
し

ま
す
。
私
は
車
い
す
を
お
し
な

が
ら
、
今
度
こ
そ
入
れ
今
度

こ
そ
入
れ
と
い
の
っ
て
い
ま
し

た
。
入
っ
た
時
に
、
山
田
さ

ん
と
私
は
顔
を
見
あ
わ
し
て
、

に
っ
こ
り
わ
ら
い
ま
し
た
。
自

分
が
入
れ
た
時
よ
り
何
倍
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

も
う
帰
る
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
車
い
す
を
お
し
て
へ
や
ま

で
わ
く
っ
て
い
く
時
、
車
い
す

を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
っ
ご
め
ん
ね
。
い
た
か
っ
た
己

ル
」
品
C

ノ
¥
〉
」

「
い
い
よ
。
い
い
よ
。
ど
う
も

な
い
よ
。
」

と
や
さ
し
く
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
の
ほ
う
が
な
ぐ
さ
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
は
、
し
よ
う
が
い
の
あ
る

人
の
心
を
、
元
気
に
し
て
あ
げ

よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
は

ん
た
い
に
私
の
ほ
う
が
心
を
元

気
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
か
わ
い

そ
う
と
思
っ
て
い
た
の
も
ち
が

い
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
生
き
て
い
る
人
は
す
ご
い

人
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
え
ら
い

人
で
す
。
や
れ
る
力
を
も
っ
て

い
る
の
に
な
ま
け
た
り
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
し
な
い
人
を

か
わ
い
そ
う
な
人
だ
と
わ
か
り

辛
A
F
T-〉
ふ
に
。

三
恵
ホ

l
ム
の
人
と
友
だ
ち

に
な
れ
て
ほ
ん
と
う
に
ほ
ん
と

う
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
ど

は
川
上
小
学
校
に
き
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
な
か
よ
し
に
な

り
た
い
で
す
。

A 

e・

¥ 
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家

屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

昭
和
五
十
年
頃
、
元
大
工
さ

ん
や
有
志
が
集
ま
り
、
家
屋
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

1
)
h
~

。
家
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
独

居
老
人
宅
の
軽
徴
な
修
繕
や
、

団
体
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
修

繕
や
そ
の
木
工
技
術
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

戸
車
の
入
れ
替
え
と
か
、
樋

が
は
ず
れ
た
と
か
あ
く
ま
で
大

工
さ
ん
を
呼
ぶ
ま
で
も
な
い
軽

微
な
修
繕
に
か
、
ぎ
り
ま
す
。

会
員
は
十
二

1
三
人
お
り
、

月
に
五

1
六
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

出
る
方
も
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
は
、
「
お
年
寄
り
の
方
な

ど
か
ら
喜
ば
れ
る
の
は
い
い
が

修
繕
は
、
あ
く
ま
で
軽
徴
な
も

の
に
限
定
し
て
ほ
し
い
」
と
も
。

費用/300円集金します。
どなたでも、ご希望の方は12月2日までに、中
央公民館の今井さん、または婦人会役員まで申
し込んでください。

砂花いっぱい運動
12月14日出午前 8時30分~
ノfーベナの下刈りをします。
ご協力願える方は産業道路へご集合ください。

砂ボカシ・べつぴんしゃん作り
12月22日(日)午後 2時~中央公民館 3階

砂失敗・出しそびれ葉書を集めます。 ご協力くだ
さしミ。はがき入れのポストは、 1月末まで中央
公民館の玄関に置きます。この代金は川内町社
会福祉協議会まごころ銀行へ贈らせて項きます。

砂施設訪問 タオルありがとうございました。
1，213枚集まりました。これを持って訪問させ
て項きます。

砂桜学級(お正月料理)
12月8日(日)・ 13日(金)午前10時~
講師/伊賀ツタヱ先生

婦
人
舎
か
ら
の
お
知
ら
せ

. 

， 

1枚の

~~[IJ 

こ
の
写
真
の
裏
に
は
、

昭
和
初
年

9
月
2
日
の
日

柑
が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
パ
ス
や
河

川
敷
の
製
材
、
遠
景
に
は

建
設
中
の
役
場
が
見
え
ま

す。

¥
写
真
提
供
/
則
之
内
ノ

/
長
曽
我
部
昭
一
さ
ん
¥
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口年金口園保口募集口相談口週間・月間口ごぞんじですか

圃
身
体
障
害
者
の
通
所

圃
授
産
施
設
の
ご
案
内

口
あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
一

圃

金
融
機
関
で
取
り
扱
い
ま
す
。

一

社
会
福
祉
法
人
馴
鹿
(
と
な

口
申
し
込
み
の
と
き
必
要
な
も
一
か
い
)
で
は
、
平
成
9
年
8
月

加

入

の

子

続

き

が

遅

れ

た

り

、

一

一

の

は

預

金

通

帳

、

印

か

ん

、

一

開

所

を

目

途

に

身

体

障

害

者

が

一

保

険

料

の

納

付

を

忘

れ

た

場

合

一

一

保

険

税

の

納

付

警

で

す

。

一

家

か

ら

通

い

な

が

ら

働

く

職

場

一

に

は

、

年

を

と

っ

た

と

き

に

受

一

一

口

右

記

の

も

の

を

持

っ

て

、

「

口

一

の

施

設

を

建

設

し

て

わ

り

ま

す

o

-m歳
に
な
っ
た
ら
一
川
刊
誌
時
沖
汁
少
三

一国
保
の
保
険
税
を
一
時
げ
弓
)
」
民
間
一
九
日
バ

μ刊
紅
白
川

-
国

民

年

金

十

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

o

f
く

二

-
口
座
振
替
で
納
付
一
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
ま
一
い
し
て
く
だ
さ
い
。

.
皆
さ
ん
は
却
歳
に
な
っ
た
ら
一
ま
た
、
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
一

目
す

る

と

:

・

一

す

。

一

口

場

所

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
十
一
亡
く
な
っ
た
と
き
の
章
害
基
礎
一

一

一
重
信
町
大
字
西
岡

L

一

J

一
こ
ん
な
に
便
利

一

i
l
i
-
-

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

を

ご

存

じ

一

年

金

や

遺

族

基

礎

年

金

カ

受

け

一

一

¥
1
1
1
1
l
lj
//

一

口

仕

事

で

し

た

か

。

て

ら

れ

な

い

こ

と

に

な

り

ま

す

。

一

口

あ

な

た

の

指

定

さ

れ

た

預

金

一

且

館

関

臨

晴

百

一

①
菓
子
箱
ゃ
つ
く
り

加
歳
以
上
印
歳
未
満
の
方

一

加
入
手
続
き
は
、
住
民
登
録
一
口
座
か
ら
、

自
動
的
に
払
い
一

/
/
I
l
l
i
-
-
¥
¥

一
②
パ
ソ
コ
ン
で
印
刷
原
稿
づ

で
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
商
二
佐
し
て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
一
込
ま
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
一

回
就

業

希

望

女

性

の

た

め

一

く

り

業
等
の
自
営
業
の
方
や
学
生
、
一
金
窓
口
で
一
丁
ミ
ま
す
。
一
が
あ
り
ま
せ
ん
o

-

圃

一
③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
ゃ
つ
く
り

自
由
業
の
方
は
、
国
民
年
金
第
一
あ
な
た
川

ι
?な
将
来
の
支
一
口
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
ヘ
一

目
の

技

術

講

習

会

一

口

定

員

-
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
一
え
と
な
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
一
行
く
必
要
が
な
い
の
で
、
手
一
口
内
容
一
別
名
(
定
員
に
な
れ
ば
締
切

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
一
今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ

一

聞

が

は

ぷ

け

ま

す

。

特

に

仕

一

①

ワ

ー

プ

ロ

一

り

ま

す

。

)

ま

す

。

一

ま

し

ょ

う

。

一

事

の

忙

し

い

方

、

不

在

が

ち

一

②

フ

ラ

ン

ス

刺

し

ゅ

う

一

口

通

所

ま

た

、

勤

め

先

で

厚

生

年

金

、

一

一

な

方

な

ど

に

便

利

で

す

。

一
口
問

い

合

わ

せ

先

一

原

則

と

し

て

パ

ス

で

送

迎

船

員

保

険

、

共

済

組

合

に

加

入

一

、

一

口

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
翌
一
日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

一
口
昼

食

さ
れ
て
い
る
方
も
手
続
き
は
必
一
川
M

一
年
度
か
ら
の
分
も
自
動
的
に
一
い
こ
と
は
、
松
山
市
山
越
町
一
給
食
が
出
ま
す
。

一
コ
4

要

あ

り

ま

せ

ん

が

、

国

民

年

金

一

ス

ん

一

納

付

さ

れ

、

毎

年

継

続

し

ま

一

4
5
0
番
地
愛
媛
県
女
性
一

口
問
い
合
わ
せ
先

第
2
号

被

保

険

者

と

し

て

国

民

一

釘

以

一

す

。

一

職

業

セ

ン

タ

ー

ま

で

お

問

い

一

松

山

市

東

石

井

町

年

金

に

同

時

に

加

入

し

て

い

ま

一

鮮

側

一

一

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

世

話

人

友

沢

美

幸

す

。

一

国

ゆ

一

一

8
9
2
3
・
2
2
0
1
一

8
9
5
6
・
0
5
8
2

， 

ー

申
し
込
み
の
手
続
き
は

~ 

、、P

A 
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圃
放
送
大
学

園
受
講
生
募
集

放
送
大
学
は
、
文
部
省
郵
政

省
所
管
の
特
殊
法
人
で
4
年
制

の
正
規
の
大
学
で
す
。

口
募
集
学
生

選
科
履
修
生

(
1
年
コ

l
ス
)

科
目
履
修
生
(
半
年
コ

l
ス
)

口
出
願
受
付

平
成
8
年
ロ
月
日
日
佃
か
ら

平
成
9
年
2
月
日
日
出
ま
で

資
料
配
布
は
平
成
8
年
日
月

日
日
幽
か
ら

口
講
座
内
容

文
化
、
家
庭
問
題
、
福
祉
、

社
会
生
活
、
先
端
科
、
学
、
歴

史
・
芸
術
、
外
国
語
な
ど
で

3
0
0
科
目

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
文
京
町
3
(
愛
媛
大

学
内
)
愛
媛
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

8
9
2
3
・
8
5
4
4

~ 国
法
務
総
合
相
談
所

圃
外
国
人
の
た
め
の

圃
人
権
法
律
相
談
所

一
口

日

時

ロ
月
4
日

附

日

時

1
日
時

口

場

所

い
よ
て
っ
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト

7
階
特
別
食
堂

一
口
相
談
内
容

人
権
問
題
、
登
記
、
供
託
、

戸
籍
、
国
籍
、
相
談
、
遺
言
、

外
国
人
の
た
め
の
人
権
法
律

相
談

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

圃
人
権
問
題
に
関
す
る

回
総
合
ロ
時
間
電
話
相
談

一

口

日

時

ロ
月
日
日
例

9
時

l
n
時

一
口
相
談
内
容

差
別
問
題
、
児
童
生
徒
の
「
い

じ
め
」

・
体
罰
問
題
、
家
庭

問
題
、
近
隣
関
係
等
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

一
口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

n
u
-
-
っι
n
u

・n
U
内
ノ

h
k
d
-
E
d
F
h
d
n
u

・

@ι
ャ

圃
官
月

4
日
1
叩
日

圃
人
権
週
間

人
権
週
間
は
、
国
民

一
人
ひ

一
と
り
が
何
人
権
H

と
い
う
も
の

↑
を
再
認
識
し
、
ま
た
、
自
己
の

一
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を

一
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し
て
み

一
る
週
間
で
す
。

圃

η月
1
日
1
7日

圃
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

エ
イ
ズ
に
関
し
て
の
疑
問
や

一
不
安
、
悩
み
な
ど
あ
る
方
は
、

一
保
健
所
の
夜
間
電
話
相
談
や
夜

一
間
血
液
検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ

一
い
。
(
い
ず
れ
も
ロ
月

2
日

・

一
3
日
・

4
日
の
口
時
か
ら
却
時

一
ま
で
の
間
実
施
)

一
口
夜
間
電
話
相
談

8
9
3
1
・
4
0
3
6

一
口
夜
間
血
液
検
査
(
無
料
)

松
山
中
央
保
健
所
1
階
予
診
室

-
m
M
月
は

園
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

ご
一
)
む

f

w
L
V作
弘

J7

1
f
h
i
¥
γ
ム

y

{

t

f

〆
ゆ

ιh'

L

ベl
F

一り
λ
-

ら

ス

三
ぷ
パJμ

を
ゆ
爪
ノ

F
お
気
U
ン

『
「
て
1
j
-
2

4

へ
J

l

J

=凋
V
'

司‘也-----，
B
』ノ

E
E

一
五
町
山
口
吐
中
行

主
岳
机
ア

d
d
才
市

E

き

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
白

一
動
車
を
駐
・
停
車
す
る
ア
イ
ド

一
リ
ン
グ
は
、
燃
料
を
無
駄
に
使

一
う
だ
け
で
な
く
、
排
ガ
ス
を
多

一
く
し
、
大
気
を
汚
染
し
ま
す
。

一
日
の
は
じ
め
の
暖
機
運
転

一
は
短
め
に
す
る
、
車
か
ら
離
れ

一
た
り
車
の
中
で
人
を
待
っ
た
り

一
す
る
と
き
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
切

一
る
な
ど
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
必

一
要
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

海
外
で
も
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

一
規
制
に
取
り
組
む
国
々
が
増
え

て
い
ま
す
。
世
界
中
の
ド
ラ
イ

一
パ
l
に
、
環
境
へ
の
配
慮
が
求

一
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

圃
仕
事
と
家
庭
の
両
立

闘
で
困
っ
た
ら
・
.. 

働
き
続
け
る
の
に
ネ
ッ
ク
に

一
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
心
配
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
の
情

一
報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ロ
フ
レ

l
フ
レ
|
テ
レ
フ
ォ
ン

8
9
3
4
・
2
0
2
0

側
担
世
紀
職
業
財
団
愛
媛
事

務
所

園
、
労
働
安
全
衛
生
法
の

闇
一
部
改
正
に
つ
い
て

す
べ
て
の
労
働
者
が
職
業
生

一
活
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
健
康

一
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

一
る
よ
う
労
働
者
の
健
康
確
保
対

一
策
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

一
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ

一
平
成
8
年
叩
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

一
口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
基
準
局
安
全
衛
生

課
(
E
9
3
5
・
5
2
0
0
)



ロイベント

みんなで楽しく歩いてみませんか

ー i~.' ~.~.....:=竺z;......望E
a・・・・・・・・........・・P'~ ... ・・・・・・・・・・・........・・・・，.1 司・・・・・E• 

-
bとき平成8年12月1日(日) [雨天の場合 12月8日(日)]

bところ川内町中央公民館スタート

ロクラス

1 グループ 2~4 名で構成する。

O家族組(小学生または幼児を含む家族)

o小学生組(4年生以上の者)

0一般組(中学生を含む)

ロウオークラリーの方法

O指示図に従って、問題を解きながらグルー

プで歩き、問題得点、と時間得点、の合計点で、

競う野外ゲームです。

Oコースは 5km程度で、す。

口注意事項

口表 彰

各クラス上位入賞者を表彰いたします。

O受付 9:00~ 9:30(川内町中央公民館)

O開会式 9:30~ 9:50(講義を兼ねる)
O服装はハイキングのできる程度のもので、 技 10: OO~ 12: 00 
雨具・筆記用具を持参してください。

O競技中は一般道路も使用するため、事故に 口参加申し込み・問い合わせ先

は十分注意してくださ L、。 当日申し込み可。

O競技終了後、芋がゅのサービスを行います。 川内町教育委員会合966-4721有線5911

v 

製
「
|
売

業

一即

作

一

示

務

展

耳
川

口日時平成8年12月8日(日)

午前 9時から午後 2時まで

口場所松山刑務所

温泉郡重信町大字見奈良1243-2

ft964-3355 

口即亮品 各種タンス・食器棚等木工家具、藤製品、紳士

靴、漆器類、石鹸、その他小物類多数

口その他 ご来場の皆様に楽しんでいただけますよう、

各種楽しい模擬庖等の開催も計画いたしており

ます。

A 



口有線竃話異動口ごみ収集日程口戸籍の窓

=川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (10月中)=

|移 転脱退加入 |

品上 渡八 熱則
( 下之

旧之須砂 部幡 田内
;田T532

より225  浪 6 稽
移0 93 i 
転 7 均 4 子 O 見

‘・

12月ごみ収集計画表 口清掃センター ft966-4989有線3130

00000 'õぇ，~ごみ 00000

収集曜日 ~X 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

12月23日(月)を土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地
毎 柚e・ーー------圃畠幽a・ーーーー『 ーーーーーーー一一守ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーー+ーーーーーーーー 12月24日(火)に収集

木 井内

「天・金 北方 ・南方 12月31日(火)をーーー田由司----帥ーーーーー『司明
12月30日(月)に収集

遇
火 奥松瀬川

水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

変更なし
町筋(天神を除く)

xxxxxちあ怠いごみ ・粗大こ、み xxxxx

時又 集 土也 域 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東奇・西奇(井内を除く)
12月9日(月) 12月26日(木) 12月16日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方 ・南方 ・奥松瀬川 12月10日(火) 12月27日(金) 12月17日(火)

前松瀬111(鳥の子を除く)
12月11日(水) 12月25日(水)

町筋(天神を除く) 12月18日(水)

井内・土奇・滑川 12月12日(木) 12月初日(木)

員リ 市 天 竹 τE土コz P玉~ カ、 ;可 力、 カ、
住1) 

之内
リ 1) 

之 之 フ 7 7 

内 士君 神 鼻 久 泉
ヤ 音 苛ヲ 吋?

所
荘 田 ヨ主 司王

長 竹 臼 高 大 渡 森 7可 天 臼
氏曽 内 戸

賀須
下

部儀
井宇 里子 戸

我 イ手 ノ¥ キ

昔賞日 正 1[; 玉
友里 佐雄

勝 lレ ク 名
雄 子 言己 白日 美 ゴ ヨ

70 82 72 82 88 76 89 56 86 99 
年
齢

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 死
亡

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 年
月

29 22 27 25 24 22 16 16 12 14 日

長 竹 白 高 大 渡 森 i可 天 白
世

曽 内 戸 須 下 音日 井 里子 戸

我 和賀
儀 イ手 ノ、 キ 4宵4寸T 

部賓 正 友 佐 』券 lレ ク
主

雄 誠 ~è 皇 自日 ま佳 美 コ ヨ
ー却--Lー←

* i可 茶堂南
iコ 刀t f主

之音内
|ス
司ラ

団 }内11 
里子

所
回 士也

高 j斐 藤 高
2頁 須 f呆
賀 里子 岡 賀

護
繁 宏 禎 章

者
員日 邑 r台 典

優1 哲f美み 名
純E

前流る 史し 菜な

8 8 8 8 
生

10 10 10 9 
年
月

29 15 15 24 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

万台 置お
誕

園生
お

圃め
で
と

園つ-..、、
‘ー ( 

ざ 10 

い 月
受

ま 付
す 分

称敬略



.三種混合

口健康一口メモロ予防接種口乳幼兜健診

鍾)(⑧(二)⑪(あ(主)~お酒と 副

司号明砂¥Jノ可ヲ三ン¥竺ヅ 上手につきあおう

これからの季節、飲酒の機会が多くなりますが、 薦書

〉欠のことに注意してお酒と上手につきあいましょう。 L.る、

お酒を飲むときのマナー 胆壇Iii:ヲ
① 1日に日本酒 2合以下 ⑧飲むなら、食べる

肝臓のアルコール処理能力からみ たんぱく質の多い食物をとるよう
で、日本酒は 2合、ウイスキー水 に心がけ、肝臓を守る習慣をつけ
割りシングルで4杯、ビールなら ましょう。

大ぴん2本までが限度です。 ④休肝日を続けて週 2日

②時聞をかけてマイペースで かなりグロッキーの肝臓でも、 2
気飲み、がぶ飲みなど、飲むス 日くらい飲まずにいると回復して

ピ ドが早いと肝臓に一層の負担 きます。休日干日をつくって休ませ
をかけます。 てあげましょう。

乳幼児健診 I 
-育児相談

砂日時 12月19日(木)受付 :9 時~1O時
砂場所健康センター 1陪
砂対象児 平成 7年10、11月と平成 8年 5、

6月生まれの乳幼児

( 6・7カ月児と 13・14カ月児)

砂内容身体測定、発達チェック、保健

指導、栄養指導

砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

・育児学級
砂日 時 12月19日体)

3・4カ月児は受付13時~
10・11カ月児は受付13時30分~

砂場所健康センタ一 1階

砂対象児 平成 8年 1、2月と平成 8年8、

9月生まれの乳児
砂日 時 12月 4 日制午後 2 時~3 時

砂場所健康センター 2階

( 3・4カ月児と10・11カ月児)

砂内容身体測定、小児科診察、保健指
導、栄養指導

砂対象児 1 歳~7 歳 6 カ月の者

砂注意事項百日せがきにかかったことのある

方は二種混合(ジフテリア・破傷

風)を受付で申し出て受けてく

ださし、。

砂持参品 母子健康手帳、体温計

| 予防接種 ] 

A 

保健所医師のお話「育児につい

て」… 3・4カ月児のみ

砂持参品 母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

・乳幼児健康相談
砂日時毎週水曜日午前 9 時~12時
砂 場 所 健 康 セ ン タ-1階

砂持参品 母子健康手帳

砂内容身体測定、育児相談



口道番鹿口健藤相談口健康講盛口犬口献血

2月の当番医 I 

[診療時間]

午前 8時30分

午後 5時30分

電戸空つ日 当 護主 医 住 所
ザー←一ー--一一 司自占畠

1日(日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

8日(自) 岸本医院 川内町北方 966-5670 
凶一一一一一一

15日(日) いのうえ小児科 重信町北野田 955-0055 

22日(自) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 

9併目;l23日慨) 西村内科 重信町志津川

一 一一 ー 一 一 一 一 一 一一一一 一一一一 干』ー 』一品』一一

29日(日) 西本整形外科 重信町田窪 964-1611 

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
む
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
c

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

前

9
時
j
ロ
時

V
場

所

健

康

セ

ン

タ

ー

1
階

運

動

指
導
室

-
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
一
団
一一
肘
明
石
日
巳
一
日
清

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、
お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

を
む
受
け
し
て
い
ま
す
。

V
日

時

ロ

月

日

日

働
午
前
9
時
却
分
j
ロ
時

V
場
所
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
家
庭
訪
問

J
-

l
申
込
書
が
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

・
リ
ハ
ビ
リ
直
だきい
。

理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
同
復
の
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

後

1
時
j

3
時

V
場

所

ガ

リ

ラ

ヤ

荘

-E医奪事úf~
-
い
き
い
き
健
康
講
座

「
貧
血
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
?
』

講
師
/
松
山
中
央
保
健
所

虞

瀬

浩

美

先

生

可V 可V

場日

所時

ロ
月
刊
白
山
午
後
1
時
却
八
万
j

3
時

健
康
セ
ン
タ
ー

2
階

?ろ

12月20日(金)

松下寿(株)

9:30.......16:00 

不用犬引き取り

野犬買い上げ

毎週月曜日

午前 8 時30分~10時 6・・・ノつ
健康センタ マ，，-} ¥ 
印鑑 仁グン-ーベV
登録している犬は鑑札

時

砂場所

砂持参品

砂日



“善神の滝"(仮称)

く亘匝〉

内井

， 
， 

意色
主孟
厄ミ

滝

の

昨
年
、
こ
の
時
期
に
井
内
林
道

沿
に
あ
る

H

御
来
光
の
滝
H

を
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
ま

た
、
井
内
に
あ
る
滝
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

県
道
美
川
川
内
線
に
入
り
、
約

二
十
分
、
人
家
も
途
切
れ
、
い
よ

い
よ
山
の
中
の
道
を
進
ん
で
ゆ
く

と
、
道
端
に
最
初
の
滝
に
出
合
う
。

こ
れ
は
、
御
来
光
の
滝
の
下
流
の

滝
で
す
。
こ
の
滝
を
す
、
ぎ
、
し
ば

ら
く
行
く
と
、
道
が
カ
ー
ブ
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
右
折
れ
の
ち
ょ
う

ど
車
が
通
れ
る
程
度
の
幅
の
道
が

あ
り
ま
す
。

草
が
生
い
茂
る
道
を
強
引
に
車

で
進
む
こ
と
し
ば
し
、
突
然
、
視

界
が
聞
け
、
直
正
面
に
善
神
山
、

そ
の
下
に
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
細

い
線
の
唐
岬
の
滝
に
似
た
滝
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
滝

の
ま
わ
り
が
色
づ
い
て
絶
景
で
す

が
、
写
真
の
と
お
り
、
少
し
時
期
を

す
ぎ
て
い
た
の
が
残
念
で
し
た
。

気になる

~川筋のイチョウ~

秋になれば山々が色づき、今まで緑の中に

埋もれて気づかなかった木々に気づきます。

粗葉といっても、紅色、黄色、褐色など色彩

も様々ですが、伺といってもイチョウの黄色

は鮮やかで人目を引きます。

川筋のイチョウも県下で五指に入る巨木で

その葉が黄色に色づくと、まるで山の中に黄

金の塔が立っているようです。

この大イチョウは、老樹でありながら樹勢

旺盛で、見上げると威圧感があります。

A 




